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C O N T E N T S

川島さんが勤める組合は、輸入木材の共

同購入を目的に昭和27年に発足。現在で

は輸入木材製品の共同購入、手作業での木

材加工から県下最大級のプレカット工場の

操業など、時代に沿った事業を展開してい

ます。

組合に入り4年目。最初の2年間は本部

で輸入木材製品の発注業務を担当。「はじ

めはいろいろな会社の社長さんなどとお会

いすることが多く緊張の毎日でしたが、今

では楽しく仕事をさせていただいていま

す」。3年目からは街路樹剪定枝処理受入

れの受付け業務も担当。「現金を取り扱う

ことも多くなったので慎重に、かつ手際よ

く受付けできるように心がけています」と

気を引き締めて仕事に取り組みます。

プライベートでは、「高校でコーチをし

ている父の影響で中学の頃からテニス一色

です」。今でも週3回一般のクラブで汗を

流し、先日富士で行われた市民大会で優勝

するほどの腕前。「小さい大会ですから」

と控えめな一方、「趣味じゃなくて本気で

テニスしてるんです」とテニスに対する気

持ちがつよい川島さん。

さわやかなえがおが印象的でした。

清水港木材産業協同組合
（静岡市清水区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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2中小企業静岡 2010.4

●
ふ
じ
の
く
に
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
　
〜
食
と
農
の
改
革
〜

地
域
が
自
立
的
に
豊
か
に
な
る
た
め

に
は
、
域
外
に
開
か
れ
つ
つ
も
域
内
で

自
己
完
結
し
得
る
、
地
産
地
消
を
軸
と

す
る
経
済
圏
の
形
成
が
重
要
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
本
県
の
持
つ
豊
か
な
地
域

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
一
次
、
二

次
、
三
次
産
業
の
有
機
的
結
合
に
よ
る

六
次
産
業
を
創
出
。
新
た
な
「
食
」
の

文
化
や
「
食
」
の
産
業
お
こ
し
に
よ
る

「
食
の
都
」
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
農
林
業
を
支
え
る
「
人
」
づ
く
り

や
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
な
ど
を
推
進

す
る
「
農
の
理
想
郷
」
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

①
六
次
産
業
化
モ
デ
ル
創
出
支
援
事
業

費
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
、
研

究
調
整
課
）

二
八，
〇
〇
〇
千
円

一
次
、
二
次
、
三
次
産
業
を
組
み
合

わ
せ
た
六
次
産
業
の
振
興
に
よ
り
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
、「
ふ
じ
の
く
に
」

新
規

の
魅
力
向
上
を
図
る
。

②
ふ
じ
の
く
に
地
産
地
消
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
費
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
）

一
四，
三
七
〇
千
円

「
ふ
じ
の
く
に
の
農
芸
品
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、

豊
富
な
県
産
食
材
の
県
内
で
の
消
費
拡

大
を
図
る
た
め
、
地
産
地
消
の
推
進
体

制
の
強
化
や
多
彩
な
農
芸
品
の
地
域
内

流
通
の
促
進
を
図
る
。

③
ふ
じ
の
く
に
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
費

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
）

三
〇，
六
〇
〇
千
円
　

本
県
の
優
れ
た
農
芸
品
な
ど
を
「
ふ

じ
の
く
に
ブ
ラ
ン
ド
」
と
位
置
づ
け
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
に
よ
り
、
国
内
外

の
大
消
費
地
等
で
の
認
知
度
向
上
と
販

路
拡
大
を
図
る
。

④
ふ
じ
の
く
に
「
食
の
都
」
づ
く
り
推
進

事
業
費
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
）

二
七，
〇
〇
〇
千
円

食
材
日
本
一
を
実
感
し
、
県
内
外
か

ら
注
目
を
集
め
る
「
食
の
都
」
を
実
現

す
る
た
め
、
食
文
化
を
創
造
す
る
人
材

（
料
理
人
等
）
の
表
彰
や
県
内
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
味
わ
う
「
集
い
」
等
を

実
施
す
る
。

新
規

新
規

新
規

静岡県経済産業施策のあらまし
「産業活力日本一」の実現のため、第1次産業から第3次産業までを通じた、一元的な産業振興と就業支

援を行う静岡県経済産業部（平成22年4月、産業部から改称）。

平成22年度は、“一流の「ものづくり」と「ものづかい」の創造”を施策の基本方針に掲げ、「新結合

による“場力”の向上」、「次世代産業の創出」、「活気ある地域産業の振興」、「生きる力の源となる農林水

産業の強化」、「誰もが活躍できる就業環境の実現」を事業の柱に据え、幅広く事業を展開していく考えだ。

今月号では、新年度、静岡県経済産業部が展開する事業の概要を紹介する。

特集

主
要
事
業
の
概
要
■
事
業
名（
主
な
事
業
を
要
約
・
抜
粋
）

平成２２年度

新
結
合
に
よ
る「

場
力
」
の
向
上
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3 中小企業静岡 2010.4

特集　静岡県経済産業施策のあらまし
組合活性化情報

平成 2 2年度　　静岡県経済産業部の施策体系
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4中小企業静岡 2010.4

●
ふ
じ
の
く
に
新
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

グ
ロ
ー
バ
ル
に
企
業
間
、
地
域
間
の

競
争
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
自
由
な
起

業
者
精
神
の
発
揮
に
よ
り
、
時
代
の
動

き
を
先
取
り
し
、
未
来
に
つ
な
が
る
産

業
構
造
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
引
続
き
、
地
域
資
源
や

産
業
基
盤
の
特
性
を
活
か
し
た
静
岡
新

産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
研
究
開
発
と
成
果
の
事
業
化
、

産
業
人
材
の
育
成
、
国
内
外
か
ら
の
企

業
誘
致
や
産
学
官
連
携
・
協
働
、
創
業

者
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の
育
成
に
よ

り
次
世
代
産
業
の
集
積
と
創
出
を
図
る
。

さ
ら
に
、
医
療
・
福
祉
機
器
、
ロ
ボ

ッ
ト
、
航
空
宇
宙
な
ど
の
新
た
な
成
長

分
野
へ
の
中
小
企
業
の
進
出
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
優
れ
た
も
の
づ
く
り
技

術
を
持
つ
中
小
企
業
の
環
境
技
術
分
野

へ
の
進
出
を
促
進
す
る
。

①
環
境
産
業
創
出
事
業
費
（
新
産
業
集

積
課
）

二
五，
〇
〇
〇
千
円

優
れ
た
も
の
づ
く
り
技
術
を
持
つ
県

内
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、
新
成

新
規

長
産
業
分
野
の
ひ
と
つ
で
あ
る
環
境
産

業
の
創
出
を
図
る
。

②
中
小
企
業
成
長
基
盤
強
化
事
業
費

（
新
産
業
集
積
課
）二

五，
〇
〇
〇
千
円

医
療
・
福
祉
機
器
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
航

空
宇
宙
な
ど
、
中
小
企
業
の
新
た
な
分

野
へ
の
進
出
を
支
援
す
る
。

③
静
岡
新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進

事
業
費
（
新
産
業
集
積
課
）

二
一，
五
〇
〇
千
円

静
岡
新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
（
フ

ァ
ル
マ
、
フ
ー
ズ
、
フ
ォ
ト
ン
）
に
お

け
る
研
究
開
発
成
果
の
事
業
化
に
取
り

組
む
県
内
中
小
企
業
等
を
支
援
す
る
。

●
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
（
富
士
山
麓
先
端

健
康
産
業
集
積
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
富
士
山
麓
先
端
健
康
産
業
集
積
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
費
（
新
産
業
集

積
課
）

七
三，
四
〇
〇
千
円

②
富
士
山
麓
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
促

進
事
業
費
助
成
（
新
産
業
集
積
課
）

六，
〇
〇
〇
千
円

③
創
薬
探
索
研
究
事
業
費
（
新
産
業
集

積
課
）

四
〇，
〇
〇
〇
千
円

富
士
山
麓
先
端
健
康
産
業
集
積
（
フ

ァ
ル
マ
バ
レ
ー
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
戦

略
的
に
推
進
す
る
た
め
、
産
学
官
連
携

に
よ
る
研
究
開
発
や
、
そ
の
成
果
と
地

域
企
業
の
技
術
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

に
よ
り
、
新
産
業
・
新
事
業
の
創
出
を

支
援
す
る
。

新
規

●
フ
ー
ズ
・
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
（
食

品
・
医
薬
品
・
化
成
品
産
業
集
積
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
フ
ー
ズ
・
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
費
（
新
産
業
集

積
課
）

一
三，
五
〇
〇
千
円

②
地
域
結
集
型
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

推
進
事
業
費
（
新
産
業
集
積
課
）

五，
〇
〇
〇
千
円

食
品
関
連
産
業
の
集
積
を
目
指
す

「
フ
ー
ズ
・
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
企

業
に
お
け
る
機
能
性
食
品
等
の
開
発
の

支
援
や
、
新
世
代
茶
飲
料
と
素
材
開
発

を
テ
ー
マ
に
し
た
大
型
研
究
開
発
に
取

り
組
む
。

●
フ
ォ
ト
ン
バ
レ
ー
（
光
・
電
子
技
術

関
連
産
業
集
積
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
事
業
費
助
成

（
新
産
業
集
積
課
）二

三，
五
〇
〇
千
円

世
界
的
な
光
・
電
子
技
術
関
連
産
業

の
集
積
し
た
「
フ
ォ
ト
ン
バ
レ
ー
」
を

形
成
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
の
地
域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
グ
ロ
ー
バ
ル
型
）
の
事
業
推
進

及
び
研
究
成
果
の
普
及
を
行
う
。

●
試
験
研
究
機
関
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

推
進
事
業
費
（
研
究
調
整
課
）

一
七
〇，
〇
〇
〇
千
円

人
材
や
予
算
等
の
研
究
資
源
を
重
点

的
に
投
入
し
、
各
試
験
研
究
機
関
と
大

学
・
民
間
企
業
等
が
連
携
し
て
産
業
分

野
の
枠
を
越
え
た
研
究
に
取
り
組
む
。

●
企
業
立
地
推
進
事
業

①
新
規
産
業
立
地
事
業
費
助
成
（
企
業

立
地
推
進
課
）

三，
六
〇
〇，
〇
〇
〇
千
円

②
地
域
産
業
立
地
事
業
費
助
成
（
企
業

立
地
推
進
課
）

一，
四
〇
〇，
〇
〇
〇
千
円

地
域
産
業
の
活
性
化
及
び
新
規
雇
用

の
創
出
を
図
る
た
め
、
工
場
の
新
増
設

や
用
地
取
得
経
費
等
へ
の
助
成
を
行
い
、

国
内
外
か
ら
の
企
業
誘
致
及
び
県
内
既

存
企
業
の
定
着
を
推
進
す
る
。

●
海
外
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
促
進
事
業
（
企

業
立
地
推
進
課
）二

七，
七
九
五
千
円

県
内
企
業
の
海
外
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ト
ナ
ー
づ
く
り
支
援
や
海
外
か
ら
本

県
へ
の
投
資
促
進
に
よ
り
、
県
内
産
業

の
国
際
化
を
支
援
す
る
。

中
小
企
業
が
取
り
組
む
経
営
革
新
、

新
商
品
や
新
技
術
の
開
発
、
デ
ザ
イ
ン

力
の
向
上
、
販
路
の
開
拓
へ
の
支
援
を

は
じ
め
、
県
制
度
融
資
に
よ
る
円
滑
な

資
金
調
達
の
支
援
や
下
請
中
小
企
業
の

振
興
な
ど
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
技

活
気
あ
る
地
域
産
業
の
振
興

次
世
代
産
業
の
創
出

22年04月号_P01-14  10.3.31 15:25  ページ 4



5 中小企業静岡 2010.4

術
・
技
能
を
次
世
代
に
伝
え
、
も
の
づ

く
り
文
化
の
継
承
を
図
る
。

●
中
小
企
業
向
制
度
融
資
促
進
費
助
成

（
商
工
金
融
課
）

融
資
枠
　
二，
〇
〇
〇
億
円

民
間
金
融
機
関
の
補
完
と
し
て
、
信

用
力
の
弱
い
中
小
企
業
を
対
象
に
、
経

営
の
改
善
、
安
定
及
び
創
業
・
経
営
革

新
等
に
必
要
な
資
金
調
達
の
円
滑
化
を

支
援
す
る
。

●
中
小
企
業
経
営
支
援
事
業

①
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
指
導
事
業

費
（
経
営
支
援
課
）二

七，
七
二
二
千
円

②
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費
助

成
（
経
営
支
援
課
）三

九，
九
八
九
千
円

③
地
域
産
業
総
合
支
援
事
業
費
助
成

（
経
営
支
援
課
）

八
〇，
〇
〇
〇
千
円

中
小
企
業
の
経
営
革
新
計
画
の
作
成

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
計
画
に
沿
っ

た
新
商
品
、
新
技
術
等
の
開
発
及
び
販

路
開
拓
に
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
計

画
の
実
現
を
促
進
す
る
。

●
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
助
成

（
経
営
支
援
課
）

二，
七
〇
四，
六
二
〇
千
円

商
工
会
、
商
工
会
議
所
及
び
県
商
工

会
連
合
会
が
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業

等
に
要
す
る
経
費
を
助
成
す
る
。

●
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
事
業
費
助

成
（
経
営
支
援
課
）

二
六
六，
四
八
三
千
円

中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
行
う
連
携

組
織
対
策
事
業
に
要
す
る
経
費
を
助
成

す
る
。

●
下
請
振
興
等
事
業
費
助
成
（
地
域
産

業
課
）

六
九，
七
四
二
千
円

下
請
中
小
企
業
に
お
け
る
受
注
機
会

の
拡
大
や
下
請
取
引
の
適
正
化
の
推
進

な
ど
の
事
業
を
行
う
（
財
）
し
ず
お
か

産
業
創
造
機
構
に
対
し
助
成
す
る
。

●
い
き
い
き
商
店
街
づ
く
り
事
業
費
助

成
（
地
域
産
業
課
）一

七，
〇
〇
〇
千
円

商
店
街
等
が
取
り
組
む
施
設
の
整
備

や
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
活
性
化
対

策
を
支
援
す
る
市
町
に
対
し
て
助
成
す

る
。

●
技
能
継
承
・
育
成
事
業

①
技
能
継
承
促
進
事
業
費
（
職
業
能
力

開
発
課
）

一
九，
三
〇
〇
千
円

②
技
能
五
輪
選
手
育
成
事
業
費
助
成

（
職
業
能
力
開
発
課
）

一
四，
五
〇
〇
千
円

Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
等
の
開
催
、
技

能
マ
イ
ス
タ
ー
の
活
用
、
技
能
五
輪
全

国
大
会
等
の
選
手
育
成
強
化
な
ど
に
よ

り
、
技
能
の
継
承
を
図
り
、
技
能
尊
重

の
社
会
づ
く
り
を
促
進
す
る
。

農
林
水
産
業
の
充
実
と
活
性
化
を
図

る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体
を
核
と
し

た
生
産
構
造
の
構
築
を
進
め
る
。

農
業
で
は
、
新
規
参
入
の
支
援
や
耕

作
放
棄
地
解
消
、
世
界
お
茶
ま
つ
り
の

開
催
な
ど
に
取
り
組
む
。

林
業
で
は
、
県
産
材
の
消
費
拡
大
を

推
進
す
る
ほ
か
、
品
質
の
確
か
な
県
産

材
を
低
コ
ス
ト
で
安
定
的
に
供
給
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
と
販

売
者
、
消
費
者
を
結
ぶ
新
た
な
流
通
体

制
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
む
。

●
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
事
業

①
耕
作
放
棄
地
解
消
総
合
対
策
事
業
費

助
成
（
農
業
振
興
課
）

八
一，
五
〇
〇
千
円

②
担
い
手
育
成
型
モ
デ
ル
農
園
設
置
活

用
事
業
費
助
成
（
農
山
村
共
生
課
）

四，
二
〇
〇
千
円

二
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作
放
棄

地
の
解
消
を
目
指
し
、
県
と
市
町
等
の

協
働
に
よ
る
再
生
利
用
活
動
へ
の
支
援
、

モ
デ
ル
農
園
開
設
及
び
一
校
一
農
園
の

取
組
に
対
す
る
助
成
並
び
に
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
農
業
参
入
に
向
け
た
初
動
支
援

を
行
う
。

●
制
度
資
金

①
農
業
者
等
向
け
制
度
資
金
（
組
合
金

融
課
）
融
資
・
貸
付
枠
　

五，
八
四
三
百
万
円

②
林
業
者
等
向
け
制
度
資
金
（
林
業
振

興
課
）
融
資
・
貸
付
枠
　

六
〇
二
百
万
円

③
漁
業
者
等
向
け
制
度
資
金
（
水
産
振

興
課
）
融
資
・
貸
付
枠

三，
六
六
五
百
万
円

農
林
漁
業
者
等
の
資
本
整
備
の
高
度

化
、
経
営
の
改
善
の
た
め
の
資
金
融
通

を
円
滑
化
し
、
農
林
漁
業
経
営
の
安
定
、

合
理
化
を
推
進
す
る
。

●
担
い
手
支
援
事
業

①
農
を
支
え
る
元
気
な
担
い
手
支
援
事

業
費
（
農
業
振
興
課
）

四
〇，
七
〇
〇
千
円

②
林
業
を
支
え
る
元
気
な
担
い
手
支
援

事
業
費
（
林
業
振
興
課
）

四
〇，
八
〇
〇
千
円

農
林
業
を
支
え
る
新
た
な
担
い
手
を

確
保
す
る
た
め
、
新
規
就
業
者
の
育
成

支
援
等
を
行
う
。

●
新
・
静
岡
茶
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
推
進

事
業
費
（
茶
業
農
産
課
）

九
二，

八
〇
〇
千
円

お
茶
を
通
じ
て
静
岡
ブ
ラ
ン
ド
を
世

界
に
発
信
す
る
た
め
、「
第
四
回
世
界
お

茶
ま
つ
り
」
の
開
催
、（
財
）世
界
緑
茶
協

会
に
対
す
る
助
成
及
び
「
し
ず
お
か
Ｏ
―

Ｃ
Ｈ
Ａ
プ
ラ
ザ
」
の
管
理
運
営
を
行
う
。

新
規

新
規

特集　静岡県経済産業施策のあらまし
組合活性化情報
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6中小企業静岡 2010.4

●
茶
業
振
興
事
業

①
明
日
の
し
ず
お
か
茶
育
成
事
業
費
助

成
（
茶
業
農
産
課
）

三
五，
〇
〇
〇
千
円

②
ふ
じ
の
く
に
茶
文
化
海
外
発
信
事
業

費
（
茶
業
農
産
課
）

三，
〇
〇
〇
千
円

③
中
山
間
の
銘
茶
づ
く
り
事
業
費
（
茶
業

農
産
課
）
四，
〇
〇
〇
千
円

安
心
づ
く
り
、
計
画
的
生
産
対
策
、

フ
ァ
ン
の
創
出
及
び
販
路
開
拓
に
取
り

組
む
団
体
へ
の
助
成
、
海
外
へ
の
新
た

な
消
費
提
案
活
動
並
び
に
一
〇
〇
銘
茶

づ
く
り
の
支
援
を
行
う
。

●
し
ず
お
か
優
良
木
材
の
家
総
合
支
援

事
業
費
助
成
（
林
業
振
興
課
）

九
三，
四
〇
〇
千
円

品
質
の
確
か
な
「
し
ず
お
か
優
良
木

材
」
等
を
使
用
す
る
木
造
住
宅
の
建
築

等
に
対
し
て
助
成
す
る
。

●
林
業
・
木
材
産
業
構
造
対
策
事
業
費

助
成
（
林
業
振
興
課
）

九
〇
六，
九
二
三
千
円

林
業
の
持
続
的
な
発
展
等
を
図
る
た

め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
施
設
等
の

整
備
に
対
し
て
助
成
す
る
。

●
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

費
（
林
業
振
興
課
）

三
五
五，
〇
〇
〇
千
円

間
伐
材
利
用
の
木
材
加
工
施
設
の
整

備
を
実
施
す
る
林
業
事
業
体
等
に
対
し

て
助
成
す
る
。

新
規

新
規

新
規

●
合
併
漁
協
円
滑
運
営
推
進
事
業
費
助

成
（
水
産
振
興
課
）一

五，
〇
〇
〇
千
円

合
併
し
た
漁
協
の
円
滑
な
運
営
を
は

か
る
た
め
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
事
業

に
助
成
す
る
。

●
花
・
緑
タ
ウ
ン
フ
ェ
ア
（
仮
称
）
開
催

事
業
費
（
み
か
ん
園
芸
課
）

七，
〇
〇
〇
千
円

商
店
街
へ
の
花
と
緑
の
装
飾
提
案
を

行
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
花
と
緑
の

産
業
振
興
と
消
費
拡
大
を
図
る
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

等
を
活
用
し
て
、
雇
用
・
就
業
機
会
の

創
出
を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
年
者
、

障
害
者
、
外
国
人
、
高
齢
者
な
ど
に
対

す
る
就
業
へ
の
き
め
細
か
い
支
援
や
職

業
訓
練
の
充
実
、
仕
事
と
生
活
の
調
和

や
少
子
化
対
策
推
進
の
た
め
の
職
場
環

境
の
整
備
の
促
進
等
、
誰
も
が
能
力
を

発
揮
で
き
る
就
業
環
境
の
整
備
を
図
る
。

ま
た
、
全
国
有
数
の
も
の
づ
く
り
県

で
あ
る
本
県
の
一
層
の
発
展
の
た
め
、

後
継
者
の
確
保
や
技
能
・
技
術
の
水
準

向
上
、
継
承
な
ど
に
努
め
る
。

●
雇
用
対
策
事
業

①
緊
急
経
済
対
策
民
間
活
力
等
推
進
事

新
規

業
費
（
雇
用
推
進
課
）

四，
三
三
一，
〇
〇
〇
千
円

②
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事
業

費
（
雇
用
推
進
課
）

八
五
〇，
〇
〇
〇
千
円

③
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

正
社
員
雇
用
一
時
金
助
成（
雇
用
推
進

課
）
一
二
八，
七
〇
〇
千
円

④
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
対
策

事
業
費
助
成
（
雇
用
推
進
課
）

六，
二
〇
〇，
〇
〇
〇
千
円

⑤
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事
業

費
助
成
（
雇
用
推
進
課
）

八
五
〇，
〇
〇
〇
千
円

国
の
交
付
金
を
原
資
と
す
る
「
基
金
」

を
活
用
し
た
事
業
を
推
進
し
、
雇
用
創

出
、
人
材
育
成
を
図
る
。

●
離
職
者
等
再
就
職
支
援
事
業
費
（
職

業
能
力
開
発
課
）七

〇
一，
三
二
三
千
円

求
職
者
の
早
期
再
就
職
を
促
進
す
る

た
め
、
新
た
な
職
業
に
必
要
な
技
術
・

技
能
を
付
与
す
る
。

●
大
学
生
・
離
職
者
等
就
職
支
援
事
業
費

（
雇
用
推
進
課
）
二
六，
五
〇
〇
千
円

就
職
難
と
な
っ
た
学
生
等
に
対
し
て
、

面
接
会
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
よ
り
、
マ

ッ
チ
ン
グ
の
場
を
提
供
す
る
。

●
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
事

業
費
（
雇
用
推
進
課
）

六
六，
〇
〇
〇
千
円

生
活
と
就
労
の
相
談
等
を
一
体
的
に

新
規

行
い
、
求
職
者
を
支
援
す
る
。

●
若
年
者
就
職
総
合
支
援
事
業
費
（
雇

用
推
進
課
）

八
一，
五
〇
〇
千
円

就
職
相
談
セ
ン
タ
ー
、
ヤ
ン
グ
ジ
ョ

ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

●
障
害
者
地
域
連
携
就
労
支
援
事
業
費

（
雇
用
推
進
課
）
一
二
三，
〇
〇
〇
千
円

地
域
に
お
け
る
相
談
、
支
援
体
制
の

強
化
に
よ
り
障
害
の
あ
る
方
の
雇
用
を

促
進
す
る
。

●
技
術
専
門
校
障
害
者
再
就
職
支
援
事

業
費
（
職
業
能
力
開
発
課
）

九
一，
七
〇
四
千
円

障
害
の
あ
る
方
の
職
業
能
力
開
発
を

促
進
す
る
。

●
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
中
小
企
業

支
援
事
業
費
（
労
働
政
策
課
）

四，
九
〇
〇
千
円

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
推
進
や
中
小

企
業
に
お
け
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策

の
取
組
を
促
進
す
る
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業

①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
自
立
促
進

事
業
費
助
成
（
雇
用
推
進
課
）

一
三，
一
九
二
千
円

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
費
特

別
支
援
事
業
費
助
成
（
雇
用
推
進
課
）

五
一，
四
八
四
千
円

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に

対
し
就
業
機
会
を
広
く
提
供
し
、
高
齢

者
の
就
業
を
促
進
す
る
。

新
規

新
規

誰
も
が
活
躍
で
き
る

就
業
環
境
の
実
現
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〇
〇
二
年
に
日
本
で
サ
ッ
カ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
て

以
来
、
目
に
見
え
て
静
岡
を
訪
れ
る
外
国

人
が
増
え
ま
し
た
。
最
近
は
自
分
で
予
約

し
、ひ
と
り
で
お
見
え
に
な
る
方
も
多
い
」。

静
岡
市
内
の
四
五
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で

組
織
す
る
協
同
組
合
の
理
事
長
に
就
任
し

て
六
年
目
。
組
合
で
は
、
二
年
ほ
ど
前
、

富
士
山
静
岡
空
港
の
開
港
で
増
加
が
見
込

ま
れ
る
外
国
人
旅
行
客
に
対
応
す
る
た
め
、

組
合
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。
そ
の

結
果
は
、
予
想
に
反
す
る
も
の
だ
っ
た
。

「
宿
泊
客
増
に
つ
な
が
る
と
喜
ぶ
か
と
思

い
き
や
、
こ
と
ば
の
問
題
や
習
慣
の
違
い

な
ど
か
ら
、
七
割
近
く
の
組
合
員
が
受
け

入
れ
に
消
極
的
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

れ
は
い
け
な
い
と
、
不
安
の
解
消
に
組
合

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
」。

そ
の
試
み
の
ひ
と
つ
が
昨
年
八
月
か
ら

四
ヵ
月
間
、
組
合
員
や
そ
の
従
業
員
を
対

象
に
実
施
し
た
中
国
語
と
韓
国
語
の
講
座
。

習
う
よ
り
慣
れ
る
こ
と
が
目
的
だ
。

「
静
岡
大
学
の
協
力
を
得
て
、
中
国
と
韓

国
出
身
の
留
学
生
に
講
師
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
接
客
に
役
立
つ
実
務
的
な
会
話
と

と
も
に
文
化
や
習
慣
の
違
い
、
外
国
か
ら

見
た
日
本
の
姿
な
ど
話
題
も
豊
富
で
、
と

て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
組
合
員
が
受
け
入
れ
に
積
極

的
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
目
を
細
め
る
。

さ
ら
に
市
や
観
光
協
会
、
清
水
ホ
テ
ル

旅
館
組
合
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
韓
国

語
、
中
国
語
、
英
語
で
記
さ
れ
た
外
国
人

旅
行
者
向
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ー
ド
を
作
成
。
組
合
員
に
配
布
し
た
。

「
日
常
会
話
や
動
作
が
ひ
と
め
で
分
か
る

イ
ラ
ス
ト
入
り
で
、
パ
ニ
ッ
ク
な
く
接
客

で
き
る
。
垣
根
を
取
り
払
っ
て
、
外
国
の

お
客
様
を
お
も
て
な
し
し
た
い
」。

国
内
需
要
の
掘
り
起
し
に
も
力
を
注
ぐ
。

「
静
岡
は
交
通
の
便
が
良
す
ぎ
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
客
の
ほ
と
ん
ど
が
日
帰
り
。
多
く
の

観
光
資
源
が
あ
る
の
に
も
っ
た
い
な
い
。

売
り
方

が
少
し
ヘ
タ
か
な
」。

少
し
で
も
静
岡
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

市
内
の
観
光
資
源
を
半
日
ほ
ど
で
見
て
ま

わ
る
市
内
ツ
ア
ー
も
企
画
中
だ
。

「
他
地
域
の
同
業
者
を
、
浅
間
通
り
や
駿

府
公
園
の
紅
葉
山
庭
園
、
駿
府
匠
宿
、
登

呂
遺
跡
な
ど
に
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
と
て

も
好
評
で
し
た
。
静
岡
に
住
む
我
々
に
と

っ
て
も
、
地
元
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会

に
な
っ
た
」
と
手
ご
た
え
を
感
じ
る
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
観
光
ガ

イ
ド
は
欠
か
せ
な
い
し
、
案
内
板
や
ト
イ

レ
、
土
産
屋
な
ど
の
整
備
も
必
要
で
す
。

行
政
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
お
も
て

な
し

の
受
入
態
勢
を
整
え
て
い
き
た
い
」

と
実
現
に
向
け
て
一
歩
ず
つ
踏
み
出
す
。

昭
和
四
七
年
に
父
が
静
岡
市
駒
形
通
り

に
開
業
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

マ
ス
タ

ー
チ

の
二
代
目
。

「
お
客
様
へ
の
最
高
の
お
み
や
げ
は
、
富

士
山
を
お
見
せ
す
る
こ
と
」
が
持
論
。
最

上
階
の
八
階
か
ら
眺
め
る
富
士
は
、
宿
泊

客
に
大
好
評
だ
。

“

”

“

”

“

”

クローズアップインタビュー

静岡市ホテル旅館協同組合

竹内 輝理事長

“おもてなし”の心で
お迎えを
静岡を売りこむ仕掛け
次 と々

組合活性化情報

「
二

あきら
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パ
ン
だ
け
で
は
な
く
幅
広
い
食
品
に
も

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
可
能

性
は
限
り
な
く
大
き
い
」
と
述
べ
た
。

続
く
商
品
評
価
会
で
は
、
米
ペ
ー
ス

ト
を
使
っ
た
パ
ン
加
工
品
や
麺
、
和
洋
菓

子
、
も
ん
じ
ゃ
焼
き
、
桜
海
老
の
か
き
揚

げ
、
グ
ラ
タ
ン
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど

二
五
種
類
の
試
作
品
が
出
品
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

「
舌
触
り
、
歯
ご
た
え
が
良
い
」（
う
ど

ん
）、「
米
の
甘
み
が
出
て
、
コ
ー
ン
と

の
相
性
が
良
い
」（
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
）、

「
や
わ
ら
か
く
、
モ
チ
モ
チ
感
が
あ
る
」

（
柏
餅
）、「
口
に
入
れ
た
瞬
間
に
米
を
感

じ
た
」（
チ
ー
ズ
タ
ル
ト
）
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
後
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見

な
ど
を
参
考
に
、
米
ペ
ー
ス
ト
の
特
性

を
さ
ら
に
訴
求
し
た
商
品
の
開
発
に
力

を
注
ぐ
考
え
だ
。

Business Report 組合の動き 

米
ペ
ー
ス
ト
を
利
用
し
た

新
た
な
食
品
続
々
と

県
中
央
会
・
県
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

静
岡
県
中
央
会
と
県
食
料
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
協
議
会
は
、
二
月
二
四
日
、
静

岡
市
の
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
オ
静
岡
で
産
学

官
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
食
品
の
機
能
性
の
研
究

に
力
を
注
ぐ
静
岡
県
立
大
学
と
の
共
催

で
行
わ
れ
、
食
品
製
造
、
卸
売
業
者
や
学

校
給
食
関
係
者
ら
八
〇
人
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
食
品
栄
養
科
学
部
の
桑
野

稔
子
准
教
授
が
、

食
品
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
け
る
「
食
育
」
の
位
置
付
け

の
テ

ー
マ
で
講
演
。

“

”

桑
野
准
教
授
は
、
日
本
の
食
に
つ
い

て
、
栄
養
素
摂
取
量
の
偏
り
や
朝
食
欠

食
の
習
慣
化
、
家
族
が
異
な
っ
た
食
事

を
摂
る
個
食
の
増
加
、
食
の
安
全
に
対

す
る
信
頼
の
失
墜
、
食
糧
自
給
率
の
著

し
い
低
下
な
ど
危
機
的
な
状
況
に
あ
る

と
指
摘
。
今
後
の
食
品
産
業
に
は
、
食

に
関
す
る
正
し
い
情
報
や
体
験
機
会
な

ど
の
場
の
提
供
、
食
環
境
の
整
備
を
通

じ
た
食
育
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が

欠
か
せ
な
い
と
説
い
た
。

米
の
持
つ
機
能
性
の
研
究
に
取
り
組

む
同
学
部
の
貝
沼
や
す
子
教
授
は
、
開

発
し
た
米
ペ
ー
ス
ト
が
持
つ
魅
力
と
今

後
の
可
能
性
を
紹
介
。

米
ペ
ー
ス
ト
は
、
米
を
数
時
間
、
水

に
浸
し
た
後
、
超
微
粒
磨
砕
機
で
数
回

粉
砕
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
滑
ら
か
に

な
る
。
米
ペ
ー
ス
ト
で
調
製
し
た
パ
ン

生
地
は
、
柔
ら
か
く
伸
展
性
に
富
み
、

パ
ン
の
膨
化
を
促
進
。
米
の
持
つ
機
能

性
も
保
持
さ
れ
る
。

貝
沼
教
授
は
、

「
米
ペ
ー
ス
ト
は
、
県
内
で
製
造
で
き
、

調
製
に
品
種
を
問
わ
な
い
た
め
、
米
粉

よ
り
低
価
格
で
の
供
給
が
可
能
。
ま
た
、

ご
当
地
グ
ル
メ
”
と
び
天
く
ん
“
登
場

土
肥
温
泉
旅
館
協
同
組
合

土
肥
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
松
本
昌

之
理
事
長
）
で
は
、
ト
ビ
ウ
オ
の
す
り

身
を
使
用
し
た
は
ん
ぺ
ん

と
び
天
く

ん

の
商
品
化
を
進
め
て
い
る
。

土
肥
温
泉
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

高
い
知
名
度
を
誇
る
ト
ビ
ウ
オ
す
く
い

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た

と
び
天
く
ん

は
、
全
国
中
央
会
の
中
小
企
業
活
路
開

拓
調
査
・
実
現
化
事
業
の
助
成
を
受
け

て
、
昨
年
か
ら
試
作
を
重
ね
て
き
た
。

ト
ビ
ウ
オ
一
〇
〇
％
に
こ
だ
わ
り
、

す
り
身
を
一
〇
㌢
ほ
ど
の
ト
ビ
ウ
オ
形

に
成
形
し
、
揚
げ
か
ま
ぼ
こ
に
し
た
。

昨
年
一
一
月
に
は
、
富
士
山
静
岡
空

港
の
就
航
先
で
あ
る
福
岡
市
の
百
貨
店

や
静
岡
市
、
伊
豆
市
の
イ
ベ
ン
ト
会
場 “

”

“

”

で
一
般
消
費
者
ら
二
二
三
〇
人
を
対
象

に
し
た
試
作
品
の
試
食
と
反
響
調
査
を

実
施
。
さ
ら
に
組
合
員
の
ホ
テ
ル
旅
館

の
宿
泊
客
に
対
す
る
試
食
も
行
う
な
ど
、

消
費
者
の
声
を
取
り
入
れ
た
商
品
開
発

を
進
め
て
き
た
。

▲トビウオをかたどった“とび天くん”。土肥の
新たな名物目指す

s
米
ペ
ー
ス
ト
使
用
の
パ
ン
加
工
品
や
麺
、
和
洋
菓
子
、

か
き
揚
げ
な
ど
二
五
種
類
の
試
作
品
が
並
ん
だ
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反
響
調
査
で
は
、
味
、
食
感
と
も
に

「
非
常
に
よ
い
」、「
良
い
」
を
あ
わ
せ
九

〇
％
を
超
え
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
た
。

価
格
帯
は
、「
五
〇
円
か
ら
一
〇
〇
円

程
度
」
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
。

組
合
で
は
、

「
土
肥
を
代
表
す
る
新
た
な
名
物
に
育

て
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
土
肥
と
い

う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
形
づ
く
ら
れ
、
地

域
の
活
性
化
に
結
び
つ
い
て
い
く
の
で

は
な
い
か
」
と
期
待
を
込
め
た
。

好
評
”
富
士
山
の
日
“、

”
子
ど
も
手
当
て
券
“
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

伊
豆
長
岡
温
泉
旅
館
協
同
組
合

伊
豆
長
岡
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
松

本
浩
行
理
事
長
）
は
、
静
岡
県
が
二
月

二
三
日
を

富
士
山
の
日

と
定
め
た

こ
と
を
記
念
し
、
同
日
か
ら
二
月
二
八

日
ま
で

富
士
山
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン

を
実
施
し
た
。

“

”

“

”

組
合
員
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
は
、
富

士
山
の
標
高
（
三
七
七
六
㍍
）
に
ち
な

み
、
宿
泊
料
金
や
舟
盛
り
な
ど
の
料
理
、

芸
妓
玉
代
ま
で
、
三
七
七
六
円
で
提
供
。

さ
ら
に
、
富
士
山
が
見
え
な
い
日
に

は
、
三
七
七
六
円
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

す
る
企
画
も
お
目
見
え
す
る
な
ど
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
た
。

現
在
、
組
合
で
は
新
た
な
企
画
と
し

て
、
一
三
〇
〇
〇
円
分
の
宿
泊
割
引
券

が
抽
選
で
一
〇
〇
〇
人
に
当
た
る

子

ど
も
手
当
券
支
給
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を

実
施
中
。

子
ど
も
手
当

と
い
う
名

称
だ
が
、
年
齢
制
限
は
な
く
、
親
子
で

あ
れ
ば
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
。

さ
ら
に
抽
選
に
外
れ
た
中
か
ら
再
抽

選
を
行
い
、
五
〇
〇
〇
人
に
二
〇
〇
〇

円
分
の
宿
泊
補
助
券
が
当
た
る
。

期
間
は
、
六
月
一
〇
日
ま
で
。

組
合
で
は
、

“

”

“ ”

組合活性化情報

問
い
合
わ
せ
は
組
合
事
務
局
へ
。

０
５
５
（
９
４
８
）
１
６
６
６

ス
ポ
ー
ツ
選
手
向
け
の

食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
お
披
露
目

静
岡
市
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合

静
岡
市
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合
（
竹

内
輝
理
事
長
）
は
、
東
海
大
学
短
期
大

学
部
と
共
同
で
研
究
開
発
を
進
め
て
き

た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
向
け
食
事
メ
ニ
ュ
ー

の
試
食
会
を
、
三
月
一
〇
日
、
静
岡
市

の
ホ
テ
ル
シ
テ
ィ
オ
静
岡
で
行
い
、
組

合
員
ら
六
〇
人
が
参
加
し
た
。

組
合
に
加
入
す
る
ホ
テ
ル
旅
館
で
は
、

高
校
生
を
中
心
に
全
国
か
ら
年
間
一
万

人
を
超
え
る
サ
ッ
カ
ー
や
軟
式
野
球
、

水
泳
な
ど
の
競
技
選
手
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
新
た
な
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

に
よ
る
集
客
力
の
ア
ッ
プ
が
狙
い
。

研
究
開
発
を
担
っ
た
同
短
大
食
物
栄

養
学
科
の
末
永
美
雪
准
教
授
ら
は
、

「
こ
れ
ま
で
の
提
供
メ
ニ
ュ
ー
は
、
脂

質
が
多
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
、
ビ
タ

ミ
ン
類
が
不
足
す
る
な
ど
、
栄
養
が
偏

り
が
ち
だ
っ
た
」
と
し
た
上
で
、「
ス
ポ

ー
ツ
栄
養
学
の
観
点
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
づ

く
り
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
特
殊
な

調
理
器
具
が
な
く
て
も
作
れ
る
こ
と
や

静
岡
の
旬
の
食
材
使
用
な
ど
に
も
配
慮

し
た
」
と
説
明
し
た
。

基
準
献
立
は
、
四
日
分
の
朝
食
、
昼

食
（
弁
当
）、
夕
食
を
組
み
合
わ
せ
た
セ

ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
。
静
岡
ら
し
さ
を
出
す

た
め
、
静
岡
お
で
ん
や
み
か
ん
、
茶
飯

な
ど
も
取
り
入
れ
た
。

竹
内
理
事
長
は
、

「
サ
ン
プ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
参
考
に
、
各

施
設
が
工
夫
す
る
こ
と
で
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
。
地
産
地
消
や
食
育
の

推
進
に
も
組
合
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

▼13,000円分のお泊り補助券（子ども手当券）が抽選で1000人
に当たる

▲4日分のスポーツ弁当を試食する組合員ら

「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
方
に
足

を
運
ん
で
頂
き
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。
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全
業
種
の
売
上
高
は
、
平
成
二
〇
年
一
一
月
を

境
に
急
激
に
悪
化
。
月
を
追
う
ご
と
に
そ
の
度
合

い
を
増
し
、
二
一
年
二
月
に
は
、
過
去
一
五
年
で

最
も
低
い

七
八.

二
に
低
下
し
た
が
、
秋
以
降

は
回
復
基
調
に
あ
る
（
表
①
）。

製
造
業
も
同
様
に
、
一
昨
年
（
二
〇
年
）
の
一

一
月
に
前
月
比
三
〇
ポ
イ
ン
ト
を
超
え
る
大
幅
な

悪
化
を
み
せ
、
二
一
年
二
月
に
は

八
四.

六
に

ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
以
降
、
月
ご
と
に
上
昇
下
降

を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
一
〇
月
以
降
は
回
復
を

み
せ
て
い
る
（
表
②
）。

非
製
造
業
は
、
一
月
の

八
一.

二
を
ボ
ト
ム

に
、
六
月
以
降
は

六
〇
台
で
推
移
し
た
。

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

［ トピックス ］ 

平成20年秋以降、
急激に悪化した景況も、
昨年末から回復の兆し
情報連絡員による月次景況調査からみる
平成21年県内中小企業の景況

本
会
で
は
、
県
内
中
小
企
業
の
景
況
を
迅
速
か
つ
的
確

に
把
握
す
る
た
め
、
様
々
な
地
域
や
業
種
の
組
合
役
職
員

八
七
名
に
情
報
連
絡
員
を
委
嘱
し
て
い
る
。

毎
月
、
連
絡
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
景
況
に
関
す
る
デ
ー

タ
や
業
界
の
動
き
、
要
望
な
ど
の
情
報
は
、
本
会
で
取
り

ま
と
め
、
行
政
や
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
を
通
じ
て
、

中
小
企
業
施
策
へ
の
反
映
や
そ
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、「
売
上
高
」、「
収
益
状
況
」、「
業
界

の
景
況
」
の
主
要
三
指
標
を
中
心
に
、
平
成
二
一
年（
一
月

か
ら
一
二
月
ま
で
）
の
県
内
中
小
企
業
の
業
況
を
振
り

返
る
。

◎
連
絡
員
数
　
八
七
名

◎
業
　
　
種
　
一
七
業
種
（
食
料
品
製
造
、
一
般

機
械
機
器
な
ど
製
造
業
一
一
業

種
・
小
売
、
建
設
、
運
輸
な
ど
非

製
造
業
六
業
種
）

◎
調
査
項
目
　「
売
上
高
」「
在
庫
数
量
」「
販
売
価

格
」「
取
引
条
件
」「
収
益
状
況
」

「
資
金
繰
り
」「
設
備
操
業
度
」「
雇

用
人
員
」「
業
界
の
景
況
」
の
九
項

目
に
つ
い
て
、
前
年
同
月
と
比
較

し
、「
好
転
」「
不
変
」「
悪
化
」
を

判
断
。
連
絡
表
に
よ
っ
て
、
本
会

に
毎
月
報
告
さ
れ
る
。

◎
業
　
　
種
　

本
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
集
計
し
、

Ｄ
Ｉ
値
（（
増
加
・
好
転
組
合
数
―

減
少
・
悪
化
組
合
数
）
／
調
査
対

象
組
合
数
×
一
〇
〇
）
を
算
出
。

国
や
日
本
銀
行
、
県
、
全
国
中
央

会
、
関
係
機
関
等
に
対
し
、
静
岡

県
中
小
企
業
の
景
況
と
し
て
情
報

を
提
供
。

◎
業
　
　
種
　

ま
た
全
国
中
央
会
を
通
じ
、
全

国
三
〇
〇
〇
人
の
連
絡
員
に
よ
る

全
国
統
計
と
し
て
、
景
況
判
断
の

指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

静
岡
県
中
央
会
に
お
け
る

情
報
連
絡
員
制
度
の
概
要

売
上
高

表①　売上高（全業種）

表②　売上高（製造業）
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13 中小企業静岡 2010.4

全
体
の
収
益
状
況
は
、
三
月
以
降
は
概
ね

六
〇
台
後
半
か
ら
七
〇
台
の
前
半
で
推
移
。
一
二

月
に
は

六
四.

四
と
、
二
〇
年
九
月
以
来
の
数

値
に
戻
し
た
も
の
の
、
他
の
指
標
に
比
べ
、
そ
の

回
復
の
ペ
ー
ス
は
早
く
は
な
い
（
表
③
）。

製
造
業
は
、
一
一
月
ま
で
ほ
ぼ

七
〇
台
と

低
迷
を
続
け
て
い
た
も
の
の
、
一
二
月
に

五

九
と
大
き
く
回
復
し
た
（
表
④
）。

非
製
造
業
は
、
製
造
業
に
比
べ
悪
化
の
度
合
い

が
相
対
的
に
低
い
状
態
が
一
〇
月
ま
で
続
い
て
い

た
が
、
一
一
月
以
降
、
逆
転
。
製
造
業
に
比
べ
、

収
益
状
況
の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
。

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

業
況
は
、
二
〇
年
一
一
月
に
、
ほ
ぼ
一
〇
年
ぶ

り
と
な
る

八
〇
（

八
〇.

五
）
台
と
な
っ
て

以
降
、
二
一
年
二
月
の

七
九.

四
を
は
さ
み
三

月
ま
で

八
〇
台
で
推
移
。
夏
以
降
は
、
最
悪

期
こ
そ
脱
し
た
も
の
の
、

六
〇
台
と
大
き
な

回
復
は
、
見
ら
れ
な
い
。

製
造
業
も
同
様
に
、
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
半

年
間
は

八
〇
前
後
で
推
移
。
七
月
以
降
は

七
〇
台
、
一
二
月
に
は
一
五
ヵ
月
ぶ
り
に

六

〇
（

六
一.

六
）
台
に
数
値
を
戻
し
た
（
表
⑤
）。

一
方
、
非
製
造
業
は
、
六
月
に

六
〇
台
を

回
復
す
る
な
ど
、
製
造
業
に
比
べ
一
足
早
く
回
復

基
調
と
な
っ
て
い
る
（
表
⑥
）。

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

二
〇
年
秋
以
降
の
急
速
な
業
況
悪
化
に
伴
い

「
雇
用
人
員
」
も
大
き
く
減
少
し
て
い
る
（
表
⑦
）。

特
に
製
造
業
の
悪
化
が
顕
著
で
、
非
製
造
業
を
大

き
く
下
回
り
推
移
。
一
一
月
に
は
、
非
製
造
業

の

一
四.

六
に
対
し
、
製
造
業

五
一.

二
と

そ
の
差
は
大
き
く
開
い
た
。

「
設
備
操
業
度
」（
製
造
業
の
み
）
は
、
一
九
年

四
月
に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
以
降
、
一
貫
し
て
低

下
。
特
に
二
〇
年
秋
口
以
降
は
急
速
で
、
同
年
九

月
に

三
〇
台
だ
っ
た
も
の
が
、
一
〇
月

四

〇
台
、
一
一
月

五
〇
台
、
翌
年
二
月
に
は

六
〇
台
と
低
下
。
九
月
に
は

六
九.

二
と

七

〇
台
に
迫
っ
た
（
表
⑧
）。

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

マイ
ナス

T O IP C S

業
界
の
景
況

収
益
状
況

そ
の
他
の
指
標

組合活性化情報

表⑤　業界の景況（製造業）

表⑥　業界の景況（非製造業）

表⑦　雇用人員（全業種）

表⑧　設備操業度

表③　収益状況（全業種）

表④　収益状況（製造業）
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14中小企業静岡 2010.4

T O IP C S 組合活性化情報

「
売
上
高
」、「
収
益
状
況
」、「
業
界
の
景
況
」

の
主
要
三
大
指
標
の
動
き
を
平
成
五
年
か
ら
ま
と

め
た
の
が
表
⑨
で
あ
る
。

ま
た
、
参
考
に
平
成
一
〇
年
一
一
月
、
一
四
年

二
月
の
二
回
の
景
況
Ｄ
Ｉ
値
の
ボ
ト
ム
時
、
二
〇

年
一
二
月
と
昨
年
（
二
一
年
）
一
二
月
の
九
指
標

の
数
値
を
比
較
し
て
み
た
（
表
⑩
）。

平
成
一
〇
年
は
ア
ジ
ア
経
済
危
機
な
ど
か
ら
実

質
経
済
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
た
年
、

一
四
年
二
月
は
、
六
九
ヵ
月
に
及
ぶ
戦
後
最
長
の

景
気
拡
大
期
に
入
る
直
前
の
「
谷
」
に
あ
た
る
。

「
一
〇
〇
年
に
一
度
」
と
い
わ
れ
る
世
界
同
時

不
況
の
真
っ
只
中
に
あ
っ
た
平
成
二
〇
年
一
二
月

と
昨
年
一
二
月
を
比
較
す
る
と
、
主
要
三
指
標
に

改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

過
去
一
六
年
間
の
主
要
三
大
指
標
の
推
移

表⑩　過去の景況DIボトム時、平成20年12月と
昨年12月の比較

40

20

0

-20

-40

-60

-80

-100
H5.4 H6.4 H7.4 H8.4 H9.4 H10.4 H11.4 H12.4 H13.4 H14.4 H15.4 H16.4 H17.4 H18.4 H19.4 H20.4 H21.4

売上高

収益状況

業界の景況

業界の景況,H5.9,-78

業界の景況,H10.11,-89.2

収益状況,H10.11,-74.1

売上高,H10.11,-70.5

　　売上高,H21.1,-72.5

　収益状況,H21.1,-80.5

業界の景況,H21.1,-81.6

売上高,H9.4,15.8

表⑨　主要三指標の16年間の推移（平成5年4月～平成21年12月）
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15 中小企業静岡 2010.4

全９項目のうち、前年同月を上回る項目は在庫数
量のみ。売上高、収益状況、業界の景況の三指標
は－55.0～－66.0の間を推移。H21年2月の値と比べ、
10.0ポイント以上の上昇となった。
前月の値との比較では、全９項目中６項目が上昇
し、悪化幅縮小。製造業に比べ、非製造業にて厳し
い値が多くみられた。

・・・対象17業種より抜粋
［繊維・同製品］浜松市
市場が全く動かず、最悪の状態。例年フル操業の時期だが、

次の秋冬物発注の話題も少なく、最盛期の気がしない。
［印刷］静岡市
仕事量が減少傾向の上に、零細から中規模、中規模から大規
模に受注がシフトしており、ますます格差が広がっている。
［一般機器］浜松市
取引先の業界は、余剰設備を抱えたままで更新設備需要はほ
とんど見込めず、オーバーホール、修理等工賃仕事が主体とな
り、減収傾向に歯止めがかからない。

［サービス業（産業廃棄物処理業）］静岡市
県西部地区の落ち込みが激しい。産業廃棄物だけでなく、事
業所閉鎖等により事業系一般廃棄物の排出も減少している。
［運輸業］富士市
２月は稼働日数が少なく、荷動きも低迷。来月は決算となる
企業も多く荷動きの活発化を期待したいが、現時点ではあまり
よい話が聞かれない。

※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

＋0.1以上･･･ ± 0.0･･･ ～－20.0･･･ －20.0 ～･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

概　況

業界の声

DI値の推移

景況ウォッチ （22年2月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

事
務
局

志太榛原電気工事事業協同組合

事務局中嶋智恵子さん

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な

事
務
局
で
あ
り
た
い

組合活性化情報

た
め
の
研
修
な
ど
、
組
合
員
の
企
業
経

営
に
直
結
す
る
事
業
を
展
開
。
こ
れ
ら

事
務
を
女
性
二
人
で
担
う
。

「
限
ら
れ
た
人
数
な
の
で
、
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ
ー
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
行
け
ば
何
で
も
分
か
る
。
聞
い
て

良
か
っ
た

、
事
務
局
は
そ
う
あ
り
た

い
。
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
り
、
何
歩
先

ま
で
目
配
り
、
気
配
り
が
で
き
る
か
を

常
に
自
問
自
答
し
て
い
ま
す
」。

中
小
企
業
組
合
士
や
建
設
業
経
理
事

務
士
な
ど
の
資
格
も
取
得
し
た
。

「
資
格
の
取
得
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ

の
過
程
で
得
た
知
識
を
い
か
に
実
務
に

結
び
つ
け
、
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
か

が
重
要
」
と
志
は
高
い
。

市
民
か
ら
電
気
工
事
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
、
少

な
く
な
い
。

「
目
に
見
え
な
い
電
気
を
繋
ぐ
こ
の
職

業
っ
て
す
ご
い
な
、
と
改
め
て
思
い
ま

す
。
電
気
が
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
業

界
に
誇
り
と
愛
着
を
感
じ
ま
す
」。

声
を
出
す
の
が
大
好
き
、
と
地
域
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
活
動
。
福
祉
施

設
で
の
慰
問
コ
ー
ラ
ス
も
行
う
。

「
聞
き
手
の
心
に
訴
え
る
よ
う
な
コ
ー
ラ

ス
を
目
指
し
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
」。

六
歳
に
な
る
メ
ス
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ダ

ッ
ク
ス
フ
ン
ト

ち
ゅ
ん

の
話
題
に

な
る
と
表
情
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。

「
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
譲
り
受
け
て
六

年
。
あ
と
何
年
一
緒
に
居
ら
れ
る
か
を

思
う
と
寂
し
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
」。

“

”

“

”

司
法
書
士
事
務
所
や
藤
枝
市
の
臨
時

職
員
な
ど
を
経
て
、
昭
和
六
一
年
五
月

に
協
同
組
合
の
事
務
局
に
入
っ
た
。

事
務
局
で
は
、
協
組
に
加
え
工
業
組

合
や
協
力
会
の
本
部
・
支
部
な
ど
、
四

団
体
の
事
務
局
も
預
か
る
。

「
官
公
庁
の
よ
う
な
組
織
か
な
、
く
ら

い
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、大
違
い（
笑
）。

戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
、
不
安
で
し
た

が
、
三
年
間
は
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
。

次
は
七
年
、
一
〇
年
…
と
思
っ
て
い
る

う
ち
に
、
二
三
年
も
経
っ
て
い
ま
し
た
」。

今
年
、
設
立
六
〇
周
年
を
迎
え
る
組

合
で
は
、
労
働
保
険
な
ど
の
各
種
保
険

や
電
気
工
事
業
の
許
認
可
、
届
出
に
関

す
る
事
務
代
行
、
安
全
衛
生
講
習
や
技

術
研
修
会
、
従
業
員
ら
の
資
格
取
得
の

22年4月号_P15-24  10.4.1 11:27  ページ 15



きたランチの種類は数え切れないほど、どれもおい
しそう。「厨房の構造上作れる量に限りがあって1日
16食限定なのですが、おかげさまでいつも完売する
んです」。行かれる際はお
早めに！
もう1つの売り“シュ

フォンケーキ”こちらも
たくさんの種類があり
日々店頭に並びます。「朝1日分の仕込みをするので
すが、これがなかなかの重労働。けれどお客様がお
いしいと言って召し上がってくださるとそんな疲れ
飛んでいってしまいますね」。
出されたケーキの横にはお花が、小
さな心遣いが嬉しいです。
これからの“れもん”は、「ランチ

だけでなくいつでも気軽にお立ち寄りいただけるよ
うに違った種類の食事などを提供しようとみんなで
試行錯誤してつくっているところなんです」。
伊東にお越しの

際はぜひ“伊東シ
ョッピングプラザ
ＤＵＯ”にお立ち
寄りください。

16中小企業静岡 2010.4

47の専門店とアピタとからなる伊東ショッピング
プラザＤＵＯは、海の幸山の幸に恵まれた温泉地と
して有名な伊東市のほぼ中心にあります。
組合の女性部“ＤＵＯ華の会”の会員は22名。「Ｄ
ＵＯの各委員へ華の会から1人は入るようにして女
性、主婦の立場からみた意見を発言するようにして
います」。先頭きって何かをするというよりも“縁の
下のちからもち”としてＤＵＯを支えます。
「ＤＵＯもおかげさまで14周年。みなさまに支え
られここまで来られました。私たちもお客様もＤＵ
Ｏと同じように歳をとりましたが、おいしいものを
食べたい！きれいなものにふれていたい！という気
持ちはかわりません。ですから誰でも安心して来ら
れて楽しめる、そんなショッピングセンターを目指
しています」。館内は清掃が行き届いていて明るい雰
囲気、バリアフリーはもちろんのことトイレも広々
としていて車椅子やお子様連れの方も安心です。
鈴木さんは1階“うまいもの通り”の“TERRACE
れもん”の店長をしています。“れもん”の売りは日
替わりのランチとシュフォンケーキ。以前のランチ
メニューはパスタのみだったのですが、お客さまの
強い要望からご飯のランチも始めました。「お客様と
近いお店なので意見も聞きやすく、できる限りご要
望にお答えしたいと思っています」。今まで提供して

静岡県レディース中央会　会員
伊東商業協同組合女性部 DUO華の会会員
TERRACE れもん（TEL:0557-38-0138）
店長　鈴木きみ子さん

伊東商業協同組合伊東ショッピングプラザDUO
〒414-0045 伊東市玖須美元和田720-143
TEL:0557-38-0100 FAX:0557-38-3434

静岡県レディース中央会だより静岡県レディース中央会だより
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蓄
積
し
た
印
刷
技
術
を

も
の
づ
く
り

に
応
用

掛
川
市
で
印
刷
や
広
告
企
画
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
、
掲
示
器
具
の
製
造
販
売
と
幅
広
く
事
業
を
展
開
す
る

（
株
）ア
ビ
サ
レ
は
、
明
治
四
五
年
創
業
の
赤
心
堂
印
刷
所

が
ル
ー
ツ
。
印
刷
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
や
企
画
も

手
が
け
た
い
と
、
笠
原
敬
次
現
社
長
が
赤
心
堂
と
は
別
に

立
ち
上
げ
た
。

さ
ら
に
、
広
告
代
理
業
に
加
え
、
赤
心
堂
の
も
つ
印
刷
技

術
を
活
か
し
た

も
の
づ
く
り

に
も
進
出
。
昭
和
六
一
年

“

”

“

”

不
具
合
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
そ
の
品
質
は
折
り
紙

つ
き
だ
。

可
能
性
広
が
る

テ
ン
シ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ン

パ
ネ
ル
に
続
い
て
開
発
し
た
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

用
の

テ
ン
シ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ン

。

反
射
ミ
ラ
ー
を
利
用
し
た
背
面
透
過
式
な
の
で
、
影
が

映
ら
ず
、
大
幅
な
輝
度
向
上
が
可
能
と
な
っ
た
。
ス
ク
リ

ー
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
置
き
台
を
一
体
式
に
し
た
こ

と
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
前
方
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
用
の
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
る
必
要
も
な
い
。
張
力
あ
る
ス
ク
リ
ー
ン
に

は
シ
ワ
や
た
る
み
が
な
く
、
真
横
か
ら
も
は
っ
き
り
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
学
校
の
遠
隔
授
業
な

ど
で
利
用
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
し
、
理

解
力
を
高
め
る
効
果
も
あ
る
と
大
好
評
だ
。

「
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
や
ブ
ル
ー
レ
イ
な
ど
の
高
画
質
映
像
を

家
庭
の
大
画
面
で
楽
し
み
た
い
と
い
う
方
も
多
い
。
市
場

で
優
位
性
を
発
揮
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
い
ち

早
く
応
え
る
こ
と
が
重
要
」
と
新
た
な
需
要
の
掘
り
起
こ

し
に
も
積
極
的
に
取
組
む
。

「
自
社
商
品
の
開
発
に
は
、
基
礎
技
術
の
蓄
積
と
そ
れ
を

守
る
知
的
所
有
権
の
知
識
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。

失
敗
を
通
じ
て
得
た
も
の
こ
そ
が
重
要
な
の
で
す
」
と
社

長
は
自
信
を
深
め
る
。

“

”

“

”

に
は
、
大
型
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
プ
リ
ン
ト
基
板
の
印
刷
技
術
を

開
発
し
た
。
こ
れ
が
大
手
電
子
楽
器
メ
ー
カ
ー
の
目
に
と
ま

り
、
最
盛
期
に
は
そ
の
メ
ー
カ
ー
の
基
盤
の
七
〇
％
に
ア
ビ

サ
レ
の
技
術
が
使
用
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

「
し
か
し
、
メ
ー
カ
ー
の
生
産
計
画
に
依
存
す
る
た
め
受

注
量
に
波
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
特
許
を
取
得
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
類
似
品
も
出
回
っ
た
。
追
い
討
ち
を
か
け
る

よ
う
に
、
メ
ー
カ
ー
の
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
話
が
持
ち

上
が
り
、
結
局
、
プ
リ
ン
ト
基
板
か
ら
撤
退
す
る
決
断
を

下
し
た
」
と
笠
原
社
長
は
、
当
時
を
振
り
返
る
。

失
敗
か
ら
自
社
商
品
の
重
要
性
学
ぶ

自
社
製
品
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
同
社
は
、
再
び
印
刷

技
術
に
立
ち
返
っ
た
。
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が
、
紙
の

シ
ワ
を
伸
ば
す
た
め
の
張
力
技
術
を
応
用
し
、
大
型
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
シ
ワ
な
く
掲
示
で
き
る

テ
ン
シ
ョ
ン
フ
レ

ー
ム

で
あ
る
。

掲
示
物
の
四
隅
を
バ
ネ
付
の
金
具
で
挟
み
、
金
属
性
フ

レ
ー
ム
に
取
り
付
け
る
シ
ン
プ
ル
な
も
の
だ
が
、
温
度
や

湿
度
の
変
化
に
よ
る
掲
示
物
の
伸
縮
を
、
フ
レ
ー
ム
側
の

バ
ネ
で
自
動
調
節
す
る
た
め
シ
ワ
が
ほ
と
ん
ど
つ
か
な
い
。

表
面
カ
バ
ー
や
裏
面
パ
ネ
ル
が
な
く
軽
量
で
据
付
も
簡
単
、

光
の
加
減
に
よ
る
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
発
生
せ
ず
見
や
す
い
、

な
ど
既
成
品
に
比
べ
操
作
性
や
耐
久
性
が
格
段
に
ア
ッ
プ

し
た
。
さ
ら
に
、
関
連
技
術
に
は
、
特
許
を
取
得
す
る
な

ど
、
知
的
所
有
権
の
保
護
に
も
万
全
を
期
し
た
。

「
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
時
刻
表
二
五
〇
基
に
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
納
品
し
て
一
〇
年
近
く
経
ち
ま
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル
や

“

”

革新 
企業 

印
刷
技
術
を
活
か
し
、自
社
商
品
を
次
々
開
発

企
業
や
学
校
で
好
評
テ
ン
シ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー
ン

株
式
会
社
ア
ビ
サ
レ
（
掛
川
市
）

室
内
で
照
射（
写
真
上
）す
れ
ば
、
P
R
看
板
に
早
変
わ
り（
写
真
下
外
観
）。

●
所
在
地
〒
４
３
６
―
０
０
３
８
掛
川
市
領
家
８
６
４
―
１

℡
０
５
３
７
―
２
４
―
２
３
０
１

０
５
３
７
―
２
４
―
８
０
０
２

http
://w
w
w
.ab
isare.co

.jp
/

●
代
表
者：

笠
原
敬
次

スクリーンとプロジェクター台が一体の
▼“テンションスクリーン”

▲
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の 

か ら 

指 導 員 

現 場 

取材の心得から学ぶ

本誌の編集に携り丸3年。さまざまな方とお会い
し、多くの話を聞く機会を得た。この間、常に念頭
にあったのは、「ベテランが説く取材のイロハとコ
ツ」と題する記事である。
元静岡銀行広報室長の木村幸男さんが、編集者に
向けて取材の心得を説いたもので、「企画にほれ込
め」、「取材相手に好意をもて」、「視線で取材せよ」、
「展開の妙を狙え」、「含み資産がいのち」と取材の
極意が並ぶ。
30年にわたって広報誌の編集を担い、全国社内
報コンクールで4年連続を含む6回の“ベストワン”
に輝いた“大家”のことばだけに、いずれも含蓄
に富む至言だが、私が特に意識していたのが、「展
開の妙」と「含み資産」の重要性である。

「展開の妙」とは、「もう一歩突っ込む」こと、あ
るいは「話の展開の妙を狙う」こと、と木村さん
は言う。
例えば、取材相手が「もともとこの仕事が好き

だった」と言ったとする。それをそのまま原稿に
するだけでは“芸”がない。
「いつ頃から好きになったのか」、「好きになった原
因はなにか」、「他にも好きな仕事はあるか」、「逆に
好きではない仕事はあるか」と派生させ、さらに
踏み込むことで、内容は膨らみ、予想しなかった発
見を得ることもある。そのためには、十分な事前の
仕込みや準備が欠かせない。
かくいう私も、準備不足で取材中に脂汗をかくこと
も多い。しかし、それ以上に時間を割いて取材に応じ
てくれた相手に対する失礼にあたる。強く戒めたい。

取材時間の制約などもあろうが、取材内容は予定
する原稿量の倍程度は必要だ、と木村さんは説く。
これが 含み資産 だ。
2000字の原稿を書くためには、少なくとも4000
字分の情報を取材することが必要、ということにな
る。情報量が少なければ、内容は浅薄になり、緊張
感に欠け、意図が十分伝わらなくなる。
しかし、多ければ良い、というわけでもない。
限られた誌面である。全てを盛り込むことはでき
ないし、アレもコレもと詰め込み過ぎれば、まとま
りに欠ける。
そこで重要となるのが、情報の絶対量を確保しつ
つ、内容を取捨選択し、そのエキスを反映するこ
と。そして今回は“捨てられた”情報も、次に役
立つよう自らの血肉とするよう努めることであろ
う。

いかに取材先に踏み込み、情報を引き出し、“含
み資産”を蓄えるか。そして、それを十分に咀嚼
し、誌面に反映することができるか。
入念な準備と情報収集は、自信の源となり、踏み
込んだ取材を可能にさせる。
多くの情報＝資産をもつことで、それが直接、そ
の誌面に生かされなくとも、次に活かすことで、経
験や知識に厚みが増す。
「取材先」を「組合」、「誌面」を「支援業務」、「取
材」を「組合支援」と置き換えたらどうだろう。取
材にとどまらず、中央会の支援業務に欠かせない要
素であることに気がつくはずだ。

(住川)

“”

含蓄に富むベテラン編集者のことば

入念な準備が“展開の妙”を生む

次に活きる“含み資産”

支援業務にも欠かせない
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中小企業経営者の方々へ
「強い会社になるために」

ワーク・ライフ・バランス対応経営マニュアル

商工中金人事異動　静岡3店舗

それぞれの視点で現状把握ができるチェックシー

トを掲載しています。その他助成金に関する情報

等、中小企業のワーク・ライフ・バランス対応経

営導入に役立つ情報が掲載されています。

下記サイトに「中小企業ワーク・ライフ・バラン

ス対応経営マニュアル」を掲載

http://www.chusho.meti.go.jp

■マニュアルに関するお問い合わせ先

中小企業庁経営支援部経営支援課
TEL：03-3501-1763 FAX：03-3501-7099

ハウ等を習得できます。

2．職場実習期間には適宜キャリアカウンセラー等

専門家からアドバイスが受けられます。その後

の就職に関することも相談にのります。

3．職場実習期間中、実習生には技能習得支援助成

金が日額7,000円支給されます。※助成金は、課

税の対象となる可能性があります。

※青少年の健全な育成の視点から不適切な業種・

業態などは本事業の対象となりません。

※職場実習の実施にあたっては、実習生、受入企

業、コーディネート機関の三者で確認していた

だく内容がございます。

※コーディネート機関とは、申込～職場実習終了

までフォローアップする機関となります。

■お問合せ先

静岡県中小企業団体中央会

〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1
TEL：054-254-1511

現在、一人ひとりの価値観が多様化する中で、

「自分の成長につながる仕事」、「子育てや介護等に

対応した働き方」など、働き方の多様性が求めら

れています。

このような中で、経営者は従業員の能力を生か

す働き方を可能にすることで、優秀な人材をひき

つけ、会社を強くしていくことが重要になります。

それを実現するのが、本冊子で紹介するワー

ク・ライフ・バランス対応経営です。この取組は、

まず、業務の見直しを行い、ムダを削減すること

から始まります。これは工夫次第でコストをかけ

ずに会社の魅力を高めるものです。

中小企業の持つ「スピード感」や「一体感」と

いう強みを生かしながら、ワーク・ライフ・バラ

ンス対応経営の第一歩を踏み出しましょう!!

■ワーク・ライフ・バランス対応経営マニュアル

の構成

今すぐワーク・ライフ・バランス対応経営の第

一歩を踏み出したい企業向けに、経営者、従業員

現状評価と 
優先順位づけ 

具体的な取組内
容の検討・作成 

社内外への 
周知・意識改革 

成果の点検と
見直し 

働きやすい会社になります！ 

ワーク・ライフ・バランス対応経営のメリットとステップ 

業務の効果率 生産性の向上 人材確保 

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

役　職　等 氏　　名 前　　任
商工中金リース株式会社出向 津国　幹雄 静 岡 支 店
事務総合部調査役 堀越　聖児 静 岡 支 店
東大阪支店書記 小山　薫生 静 岡 支 店
事務総合部書記 森山　智美 静 岡 支 店
長崎支店次長 草場誠一郎 浜 松 支 店
押上支店書記 大橋　　敦 浜 松 支 店
千葉支店長 石黒　真史 沼 津 支 店
横浜支店副業務役 渡部　和夫 沼 津 支 店
京都支店書記 田邉　丈実 沼 津 支 店

平成22年３月17日
（転 出）

以上3月17日付

以上4月1日付

以上4月5日付

以上3月17日付

役　職　等 氏　　名 前　　任
静岡支店次長 本間　崇 金 沢 支 店
静岡支店調査役 阿曽　延晃 業務推進部
静岡支店書記 山下　貴嗣 渋 谷 支 店
浜松支店長 塩川　　浩 那 覇 支 店
浜松支店調査役 北嶋　洋志 松 戸 支 店
沼津支店長 牧野　秀行 経営企画部
沼津支店調査役 岩田　文保 川 崎 支 店

（転 入）

熱田支店調査役 横井　勝己 静岡支店管轄先出向

熊谷支店管轄先　出向 渡辺　義孝 浜 松 支 店

以上4月12日付
浜松支店管轄先　出向 橋本　　宏 熱 田 支 店
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平成22年度「地域課題に係る産学共同研究委託事業」
公募のお知らせ

新卒者就職応援プロジェクトのご案内
平成22年4月1日から随時開始

静岡市内において、地域の産業が抱える課題を

解決することを目的に、大学その他の教育研究機

関など（以下、大学等と略省）中小企業、NPO法人、

組合、産業活性化グループなどが共同で取り組ん

で行う調査・研究や開発の委託事業を公募します。

■主催：静岡市産学交流センター

■対象企業

地域の企業・業界・産業活性化に係る団体が、新

製品の開発や事業化、新事業や新市場の進出・開

拓、社会・経済・環境などの変化に対応するために、

大学等と共同で取り組む調査・研究・開発事業。

■共同研究の構成員要件

静岡市内に事務所（但し、出張所は含まない）もし

くは工場を持つ中小企業（個人事業者を含む）、NPO

法人、組合、産業活性化を目的とするグループ、な

どの団体（複数も可）と原則として県内に立地する大

学等（研究者の単独参加も含む）が参加した構成。

■委託契約限度額と委託件数

委託限度額は100万円（消費税を含む）、委託予

定件数は5件程度

■委託先の選定と契約締結者

研究の構成員要件、事業の目的と目標の適格性、

事業内容の新規性、戦略性、明確性及び事業実現

の可能性、地域産業における緊急性及び波及効果、

他の行政機関など（国、県、市町村、公益法人）

から補助金などの交付を受けていない、又は申請

していない事業、などを中心に審査・選定。委託

契約は、共同研究の中心となる団体と契約締結。

■公募期間

平成22年4月1日（木）～平成22年5月31日（月）

■委託期間

委託締結日（平成22年7月初旬頃）から

平成23年2月28日（月）まで

■提出書類

所定の書式「平成22年度産学共同研究委託事業

への応募について」に、「事業計画書」、「経費明細

書」を添付し、下記申請先に提出して下さい。提

出部数各1部。

■詳細・問合せ先

静岡市産学交流センター

〒420-0857静岡市葵区御幸町3-21 ぺガサート6階
TEL：054-275-1655 TEL：054-275-1656

E-mail：info@hanjyou.jp HP：http://www.hanjyou.jp/

平成22年3月卒業就職未内定者限定
長期間の職場実習で

元気な企業とやる気のある人材との出会いを！
中小企業は大企業と比較して、求める人材を確

保するという点において厳しい面がありましたが、

今般の雇用情勢の変化は、中小企業が将来の中核

人材となりうる人材を確保するチャンスと捉える

こともできます。

また今年度の新卒者の内定状況は大変厳しい状

況にあります。このため平成22年3月に高校、大学

等を卒業する就職先が未内定の方を対象に中小企

業の仕事現場に触れる機会を提供するとともに、

中小企業で働く上で必要とされる技能・技術・ノ

ウハウ等を習得してもらうための長期間の職場実

習（いわゆるインターンシップ）等を実施するこ

とにより、中小企業の人材確保を支援することを

目的としています。

■受入企業のメリット

1．職場実習（いわゆるインターンシップ）期間を

通じて自社にマッチした人材を見極める事がで

きます。

2．教育訓練費助成金が一人受入につき日額3,500

円支給されます。※助成金は、課税の対象とな

ります。

3．職場実習を円滑に実施するカリキュラムを提供

しますので、職場実習のノウハウが無くても安

心です。職場実習期間には適宜キャリアカウン

セラー等専門家からアドバイスが受けられます。

■参加学生（実習生）のメリット

1．職場実習（いわゆるインターンシップ）期間を

通じて働く上で必要とされる技能・技術・ノウ
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協業組合伊豆車検センター

「今後も協業組合組織を
活かした車検整備を展開」

く み あ い 百 景

車
検
整
備
を
行
っ
て
も
、
更
に
対
象
車

両
を
沼
津
市
・
静
岡
市
・
浜
松
市
内
の

中
心
部
に
あ
る
各
自
動
車
検
査
場
ま
で

持
込
み
、
車
両
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
遠
方
の
事
業
者

は
、
車
両
一
台
検
査
を
受
け
る
の
に
一

日
時
間
を
費
や
す
な
ど
、
車
検
申
請
効

率
は
悪
い
。

ま
た
、
認
証
工
場
で
は
、
非
効
率
な

車
検
申
請
に
人
手
を
と
ら
れ
、
売
上
を

左
右
す
る
本
来
の
整
備
業
務
や
車
両
販

売
業
務
へ
の
労
務
配
分
が
犠
牲
と
な
り

非
効
率
な
整
備
・
販
売
体
質
が
慢
性
化

し
て
い
た
。

他
方
、
指
定
工
場
で
は
、
検
査
員
資

格
を
有
す
る
整
備
士
が

適
合
証

を

発
行
で
き
る
の
で
対
象
車
両
の
持
込
み

は
不
要
、
か
つ
、
一
回
の
申
請
で
数
台

“

”

昭
和
四
二
年
七
月
協
業
組
合
制
度
が

創
設
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
本
制
度
を
活

用
し
比
較
的
多
く
組
合
を
設
立
し
た
業

界
は
、
自
動
車
整
備
業
界
で
あ
り
、
過

去
一
六
組
合
の
設
立
が
あ
っ
た

一
方
、
平
成
一
二
年
三
月
組
合
法
の

改
正
が
あ
り
、
組
合
か
ら
会
社
に
移
行

で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
五
組

合
が
移
行
し
た
。

そ
こ
で
今
回
、
協
業
組
合
を
堅
持
し

車
検
整
備
事
業
を
展
開
す
る
協
業
組
合

伊
豆
車
検
セ
ン
タ
ー
を
取
材
し
よ
う

と
、
鈴
木
理
事
長
と
船
津
専
務
理
事
と

面
談
し
た
。

ま
ず
、
本
組
合
を
取
材
す
る
に
は
、

自
動
車
整
備
業
界
の
特
殊
事
情
と
協
業

組
合
制
度
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
と

し
て
、
次
の
通
り
説
明
し
て
く
れ
た
。

同
業
界
の
業
務
を
大
別
す
る
と
、
一

般
修
理
、
一
年
点
検
、
車
検
整
備
の
三

業
務
が
主
で
、
車
両
販
売
に
も
力
を
入

れ
る
会
社
も
あ
る
。
ま
た
、
整
備
工
場

は
、
認
証
工
場
、
指
定
工
場
に
分
か
れ
、

組
合
に
所
属
す
る
事
業
者
の
殆
ど
は
認

証
工
場
で
あ
る
。

認
証
工
場
は
、
設
備
内
容
や
整
備
士

等
の
人
員
規
模
に
よ
り
、
自
社
工
場
で

分
の
適
合
証
を
持
参
で
き
車
検
申
請
効

率
は
良
い
。

そ
こ
で
、
認
証
工
場
の
事
業
者
は
、

車
検
整
備
を
組
合
の
協
業
化
事
業
と

し
、
共
同
指
定
工
場
の
取
得
を
目
指
し

て
次
々
と
組
合
を
設
立
し
た
。

た
だ
し
、
協
業
化
事
業
と
し
た
車
検

整
備
は
、
組
合
員
工
場
で
実
施
で
き
な

い
制
約
を
受
け
る
が
、
そ
れ
で
も
整

備
・
販
売
効
率
が
重
要
と
し
て
本
組
合

も
同
業
者
八
社
（
現
行
六
社
）
で
昭
和

五
九
年
五
月
二
一
日
設
立
し
た
。

本
組
合
は
、
他
の
一
五
組
合
と
異
な

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
殆
ど
の

組
合
員
は
認
証
工
場
で
あ
る
中
で
、
船

津
専
務
理
事
の
会
社
は
唯
一
指
定
工
場

で
あ
っ
た
こ
と
だ
。

同
社
は
、
共
同
指
定
工
場
取
得
の
た

め
に
自
社
の
指
定
資
格
を
返
上
し
協
業

化
事
業
を
選
択
し
た
。

こ
の
点
を
尋
ね
る
と
「
当
時
、
地
元

農
協
が
自
動
車
整
備
事
業
を
開
始
す
る

こ
と
、
車
両
販
売
実
績
を
上
げ
る
た
め

に
、
車
検
整
備
に
関
わ
る
人
員
を
効
率

よ
く
販
売
部
門
に
投
入
す
る
必
要
性
が

あ
っ
た
こ
と
」
を
背
景
に
挙
げ
た
。

更
に
、「
そ
の
前
提
条
件
は
、
安
定

し
た
車
検
整
備
台
数
の
確
保
で
あ
り
、

協
業
化
事
業
と
し
て
八
社
の
車
検
整
備

自
動
車
整
備
協
業
組
合
の
動
向

協
業
組
合
の
設
立
経
緯

▼組合の車検整備工場

住　所 〒413-0713
下田市加増野31-1

理事長 鈴木一雄
組合員 6社
設　立 昭和59年5月21日
T E L 0558-28-1310
F A X 0558-28-1370

協
業
化
へ
の
想
い
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販
売
効
率
の
維
持
向
上
を
図
る
手
段
と

し
て
実
効
性
の
あ
る
制
度
と
考
え
て
い

る
。
特
に
下
田
と
い
う
遠
隔
地
に
あ
る

組
合
は
、
組
合
員
六
社
に
と
っ
て
運
命

共
同
体
で
も
あ
る
」
と
熱
く
語
っ
た
。

現
在
組
合
は
、
東
部
の
同
業
組
合
等

四
団
体
で
定
期
的
に
集
ま
り
、
業
界
動

向
な
ど
情
報
交
換
及
び
中
央
会
の
補
助

事
業
を
活
用
し
研
修
活
動
に
余
念
が
な

い
。そ

の
一
方
で
、
地
元
下
田
市
で
は
高

齢
化
・
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。

船
津
専
務
理
事
は
、
あ
る
国
会
議
員

と
の
懇
談
で
、
下
田
へ
の
交
通
ア
ク
セ

ス
向
上
を
願
い
伊
豆
縦
貫
道
を
提
案
し

た
。
そ
こ
で
今
後
、「
地
域
へ
の
交
流

人
口
を
高
め
る
ソ
フ
ト
が
必
要
で
、
業

種
を
超
え
た
各
業
界
団
体
等
と
の
交
流

企
画
が
求
め
ら
れ
る
」
と
伊
豆
下
田
活

性
化
へ
の
想
い
も
語
っ
た
。

を
統
合
す
る
こ
と
は
、
賢
明
な
実
効
手

段
と
考
え
た
。
そ
の
結
果
、
車
両
販
売

実
績
は
四
倍
に
伸
び
た
。
他
の
組
合
員

は
、
整
備
効
率
の
向
上
で
同
コ
ス
ト
が

削
減
、
経
営
基
盤
が
安
定
し
た
」
と
ほ

ほ
笑
ん
だ
。

近
年
、
組
合
法
改
正
に
よ
り
、
都
市

部
に
近
い
協
業
組
合
で
会
社
に
移
行
す

る
事
例
が
多
い
。

会
社
移
行
に
つ
い
て
鈴
木
理
事
長

は
、「
静
岡
県
内
の
業
界
団
体
等
を
通

じ
て
、
会
社
化
し
た
企
業
情
報
が
入
っ

て
来
る
。
中
に
は
協
業
化
事
業
の
縛
り

が
解
け
て
か
、
組
合
員
工
場
が
指
定
工

場
と
な
っ
た
り
、
組
合
を
通
さ
ず
車
検

整
備
を
行
う
事
業
者
も
現
れ
た
り
、
移

行
に
よ
る
弊
害
も
あ
る
」
と
聞
い
て
い

る
。「

協
業
組
合
は
、
現
状
で
も
整
備
・

組合活性化情報

▼鈴木一雄 理事長

今
後
の
組
合
の
あ
り
方

平成21年度事業・決算の承認並びに平成22年度事業計画・予算の決定・役員改選等

13：30～15：30（予定）
会場　ホテルセンチュリー静岡 静岡市駿河区南町18－1

会員の皆様が一堂に会し、平成21年度事業の成果をご確認いただくとともに、厳しい経済環境下での
新しい事業の方向性をお決めいただく機会です。
お忙しいなかとは存じますが、ご出席のほどよろしくお願い申し上げます。
※詳細は、後日ご案内申し上げます。

■お問い合わせ　静岡県中央会・総務課　℡054-254-1511

を開催します。

平成22年6月17日（木）

静岡県中小企業団体中央会は、

平成22年度 中央会通常総会

主要議題

協
業
組
合
は
運
命
共
同
体

▼船津 豊 専務理事
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読者プラザ 

「お茶は飲みますか？」。職業柄こんな質問をする

事があります。

静岡で生まれ育ち、お茶屋の子供ともなれば、小

さい頃から飲み物はお茶でした。現在は異種多様の

食べ物、飲み物が溢れ食生活は豊かになりましたが

外国では日本の食文化が受け入れられています。お

茶も例外ではなく、緑茶や急須が売れています。

以前海外旅行をした際には海外の方に緑茶につい

て興味深く質問されたことがあります。

人と人との触れ合いにお茶は昔からコミュニケー

ションツールでした。お茶文化は日本の文化とも言

えますね。そのお茶の仕事に携われることに感謝し

ております。

現在静岡茶業青年団に所属していますが、中部青

年中央会に出向役員となり早くも６年が経ちまし

た。参加している若手メンバー方の熱さに圧倒され

る日々です。これからもいろいろな出会いがあるこ

とを楽しみにしています。

お茶は飲みますか？
静岡県中部青年中央会

青島光俊
（静岡茶業青年団）
有限会社 お茶のあおしま

●発行人／静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511 FAX／054-255-0673

東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511 FAX／055-963-8307

西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195 FAX／053-453-2198
●中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
4月号（通巻677号）

新設組合紹介 

規制緩和によりバスのワンマン運行が可能とな

ったことで、バス会社が専属バスガイドの常時雇

用を見直し始めるなど、バスガイドを取り巻く環

境は厳しい。

こうした中、県東部地域在住の30代から60代

のフリーのバスガイド7人が、ガイド業務の共同

受注を目的に設立したのが当組合である。

7人は、富士市内の同じバス会社の専属ガイド

として長年勤務し、それぞれの事情により時期を

前後してバス会社を退職した元同僚同士。

その後、フリーのバスガイドとして活動をして

いたが、業務の安定的な確保を目指し、窓口の一

本化を図るため、法人化に踏み切った。

組合では、バス会社と業務請負契約を締結し、

複数のバス会社と組合員の調整を図りながらガイ

ド業務を配分。組合員が培ってきた知識や技術を

集約し、バス会社の多様化するニーズに対応した

質の高いサービスを提供していく。

フリーのバスガイドが組織化
ガイド業務を共同受注
ガイドプロデュース小花協同組合
（富士市）

常田恵子理事長

今月の“革新企業”で取材した掛川市の（株）

アビサレのルーツは、来年創業100年を迎える

老舗印刷会社。その“古くて新しい”同社が現

在、力を注ぐのは、大型ポスターなどをシワなく

掲示できるフレーム（パネル）やプロジェクター

用のスクリーンである。

パネル･スクリーンと印刷技術。一見すると、

両者に共通点は見いだせない。しかし、長年培っ

た印刷技術（紙のシワを伸ばす張力技術）なくし

て、これら新製品は生まれなかった。

“無”から“有”が生まれることは極めて稀だ。

いや、“無”と思われていたものも、実は表には

現れないだけで、企業内で連綿と受け継がれ、蓄

積されてきたものも多いはず。

｢社内のコミュニケーションを密にすることで

技術は蓄積･伝承され、新たな発想が生まれる｣。

同社の笠原社長のことばに、ものづくりの原点を

みた思いがする。（住川）
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